
2023年度 読谷高等学校 地理研究シࣛࣂス 

 

㸯．学習の到達目標等 

学習ࡢ到達目標 

㸯．自然環境ࠊ資源࣭産業ࠊ都市࣭ᮧ落ࠊ生活文化等ࢆ通し࡚現代世界ࡢ特色ࢆ探ࠋࡿ 

㸰．現代ࡢ世界ࢆ地域㸦市町ᮧ規模ࠊ国家規模ࠊ州࣭大陸規模㸧ࡈ学ぶࠋ 

㸱．現代世界ࡢ諸課題㸦国家間ࠊ日本ࡢ近隣諸国ࠊ環境࣭࣮ࢠࣝࢿ࢚問題ࠊ人口࣭食料   

  問題ࠊ居住࣭都市問題ࠊ民族࣭領土問題㸧ࢆ理解すࠋࡿ 

㸲．地理いう学習㸦教科㸧ࡀ世界ࢆ捉えࡿうえ࡛重要࡛あࢆࡇࡿ理解すࡶࡿ 

 ࠋࡿけࡘ身ࢆ力ࡿ言えࢆ意見ࡢ自分ࠊ対し࡚考え諸問題ࡢ世界ࠊ  

使用教科書 

副教ᮦ等 

࣭帝国書院ࠗ新ヲ地理Ｂ࠘ 

࣭地図帳ࠕ新ヲ高等地図 㸦ࠖ帝国書院㸧 

࣭ࠗ 最新地理図表 GEO࠘ 

 

㸰．教材 

教科書ࠕ新ヲ地理Ｂࠖ初訂版㸦帝国書院㸧       

地図帳ࠕ新ヲ高等地図 㸦ࠖ帝国書院㸧 

最新地理図表 GEO㸦第一学習社㸧 

 

㸱．授業方法及び形態 

    一斉講義式ࡀ中心ࠋࡿ࡞基本事項ࣃࢆワ࣮ポイントや板書ࠊプࣜント等ࢆ通し࡚ࠊࡾࡓࡵࡲ

地図やࣛࢢフ等ࡢ作成ࢆ実際行う࡚ࡗࡼࡇ理解ࢆ図ࠋࡿ 

科目ࡢ性格ୖࠊ時事問題や国際問題等ࡢ関連ࡀ深いࠊ࡛ࡢヱ当すࡿ単元࡛ࡣ新聞記事やテࣞビ

放送ࡢ視聴ࢆ࡞積極的取ࡾ入ࠋࡿࢀ 

 

㸲．留意点等 

 ○ 授業࠾けࡿ注意点 

  㹟.欠課࣭遅刻ࡣし࡞いࠋ 

  㹠.毎時間ࠊ教科書࣭資料集࣭地図帳࣭ファイࣝࢆ持࡚ࡗくࠋࡇࡿ 

  㹡.提出物ࡀあࡿ場合ࠊࡣしࡾࡗ出すࠋࡇ 

  㹢.発言や先生ࡢ応答等ࠊ授業積極的参加すࠋࡇࡿ 

  㹣.授業関係࡞ࡢいࡣࡢࡶ授業中出࡞ࡉいࠊ使わ࡞いࠋ 

 

  㹤.予習࣭復習ࡘい࡚ 

    ◯予習：教科書ࢆ中心授業ࢆ進࡚ࡵいࡲࡁすࠋ予習し࡚教科書ࡼࢆく読࡛ࢇ授業 

      臨࡛ࢇୗࡉいࠋ分࡞ࡽい語句ࢆ࡞チ࢙ッࢡし࡚࠾い࡚くࡉࡔいࠋ 

    ◯復習：そࡢ日ࡢうࡕ復習すࢆࡇࡿ勧ࡲࡵすࠋ独自࣮ࣀࡢトࢆ作ࠊࡾࡓࡗ授業࡛わ࡞ࡽい

 ࠋすࡲࡁ࡚ࡗ࡞全く異ࡀ定着度ࡢ知識ࠊࡶけ࡛ࡔࡿすࡾࡓࡳ調べ࡚ࢆࢁࡇ

地理Ｂ 

(後半) 

単位数 㸰単位 

学科࣭学年࣭学級 普通科㸱年㸵࣭㸶組 



㸳．評価の観点及び評価方法 

評価の観点 

関心࣭意欲࣭態度 思考࣭判断 表現࣭処理 知識࣭理解 

現代世界の地理的事象

対すࡿ関心課題意識を

高ࠊࡵそࢀを意欲的追

求すࠊࡶࡿ国際社

会主体的生きࡿ日本

人し࡚の責任を果ࡓそ

うすࠋࡿ 

現代世界の地理的事象か

ࢀそࠊしࡔ課題を見いࡽ

を系統地理的ࠊ地誌的

考察すࠊࡶࡿ国際

社会の変化を踏まえ࡚公

正判断すࠋࡿ 

地図や統計ࠊ画像࡞地

域関すࡿ諸資料を収集

しࠊ有用࡞情報を選択ࠊ

活用すࡿこを通し࡚現

代世界の地理的事象を追

求すࡿ技能を身つけࡿ

過程ࡓ追求しࠊࡶ

や結果を適ษ表現すࡿ 

現代世界の地理的࡞諸課

題つい࡚の基本的࡞事

柄や追求の方法を理解し

つけ࡚その知識を身ࠊ

いࠋࡿ 

評価方法 評価方法 評価方法 評価方法 

出席状況ࠊ授業態度ࠊ課

題への取組提出ࠊノ࣮

ト࣭プリントの提出࡞

࡛評価 

授業࡛の発言やその考え

方ࠊノ࣮ト࣭プリントの

内容や定期考査࡛࡞評

価 

授業࡛の発言や板書ࠊ定

期考査ࠊ課題やノ࣮ト࣭

プリントࠊ発表学習࡞

࡛評価 

授業࡛の発言や定期考査

課題やノ࣮ト࣭プリンࠊ

トࠊ発表学習࡛࡞評価 

 

上記の評価の観点を踏まえ次のࡼう࡞配ศ࡛総合評価を行うࠋ 

知識࣭理解ࠊ表現࣭処理ࠊ思考࣭判断 関心࣭意欲࣭態度 
知識࣭理解ࠊ表現࣭処理 

思考࣭判断 

定期テスト 
出席状況ࠊ授業態度ࠊ取組

意欲ノ࣮ト࣭宿題等の提出 
発表ࠊノ࣮トや提出物の内容 

㸶㸮％～㸵㸮％ 㸰㸮％～㸱㸮％ 

 

 

 


